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この2月、奈良市において、三千家（表千家、裏

千家、武者小路千家）が一堂に会し、奈良市内の七

社寺や、歴史的な街並みが残る「ならまち」のお茶

室を会場として、予定来場者数4,000名の大茶会が

催されるということは、新聞などでご存知の方も多

いと思います。普段から本格的にお茶に親しんでい

る方だけでなく、お茶に親しむ機会の少ない市民や

観光客の方など、幅広い層にお茶に親しんでいただ

けるようなイベントとなる予定です。

また、期間中は、お茶に関するシンポジウムや、

「ならまち」でのエクスカーションなども開催され、

「わび茶」の祖として奈良出身の村田珠光に着目し、

現在の茶道の源流とも言える、奈良のお茶文化が紹

介されます。 

このエクスカーションの中の催しのひとつとして、

奈良県建築士会女性委員会が参加させていただくこ

とになりました。女性委員会では、長年お茶室を勉

強し、「大和茶室探訪Ⅰ、Ⅱ、Ⅱ-2」をまとめ上げ

た実績と、遷都1300年祭の際皆が協力して作った展

示物が残っており、このまま埋もれさせておくには

もったいなく、どうにかして再度紹介できればと考

えておりました。この度の奈良市の企画に参加する

ことにより、これらを効果的に活用することができ

る機会を得たわけですが、それと共に主催者の方か

らは、歴史的に、建築的に多方面からアプローチし

た展示内容により、この企画に一層の奥行きが生ま

れると期待の声が上がっております。 

建築士会としての展示物を意識し、茶室の細部意

匠についてのパネルも新たに製作していただきまし

たので、遷都1300年祭の時のものから、一層充実し

た展示内容になると思われます。 

珠光茶会概要（奈良市観光戦略課 報道資料より）

開催日時 平成26年2月12日(水)～16日(日) 

     午前9時～午後4時 

主催 珠光茶会実行委員会 

   （七社寺の代表と奈良市長で構成/事務局は 

奈良市・奈良市観光協会） 

会場・春日大社、元興寺、西大寺、大安寺、 

唐招提寺、東大寺、薬師寺  

→ 茶席、点心席 

・八窓庵（奈良国立博物館内） 

名勝大乗院文化会館 → 茶席 

  ・「ならまち」  

     →＊特別展：茶道具、伝統工芸、他展示 

      ＊ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ： 

日時2月14日午後1時～3時 

場所 東大寺総合文化ｾﾝﾀｰ 

     金鐘ﾎｰﾙ 

     《第一部 基調講演》 

    「奈良の茶の湯～日本のおもてなし文化～」 

           熊倉 功夫氏 

     《第二部 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ》 

     ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 熊倉 功夫氏、有馬 頼底氏、 

神津朝夫氏 (予定) 

＊ｴｸｽｶｰｼｮﾝ：「ならまち」で実施されているお茶席

や特別展を、観光ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞの案

内で散策 

◇ 珠光茶会のお知らせ ◇ 

      女性委員会委員長 山本 規子 
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※「ならまち」以外のお茶席は、予約申込みが必要 

       申込み：なら100年会館 

         電話0742-34-0111 

   詳しくは奈良市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧ください。 

展示ｲﾒｰｼﾞ図 

女性委員会展示 

茶の由来と大和の茶室 

～おもてなしをささえる か・た・ち～ 

開催日 平成26年2月12日(水)～16日(日) 

場所 奈良市観光センター1階 多目的スペース 

奈良市上三条町23-4 

        (近鉄奈良駅前 高天の交差点を南行き、 

    やすらぎの道と三条通りの交差点北西角） 

内容 ＊パネル展示 茶の由来 

          「大和茶室探訪」抜粋 

          茶室の細部意匠 

赤膚焼、茶筅の里の紹介 

   ＊原寸大茶室模型の展示 

   ＊起こし絵ワークショップ

当日のお手伝いをお願いする手紙は、お手元に届

いていると思います。もし返信がまだの方がいらっ

しゃいましたら急ぎFAXをお願い致します。 

また、お手伝いは無理の方でも、是非会場まで足

をお運びください。 

奈良市観光センター（女性委員会展示）案内 
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１１月２日、近畿建築士会協議会女性部会の合同

見学会が開催され、京都大学を訪れました。私事で

はありますが、大学卒業後６年間、京都大学吉田キ

ャンパスの傍に住んでいた事もあり、出町柳駅から

講演会場へ向かう道中は、懐かしさで一杯でかなり

の興奮状態でした。 

 午前中は、京都大学医学部創立百周年記念施設『芝

蘭会館別館』にて、京都大学大学院工学研究科教授、

高田光雄先生と、京都工芸繊維大学大学院工芸科学

研究科教授、石田潤一郎先生の講演が行われました。 

 まず、高田先生から『京都大学における住宅研究』

のお話を伺いました。全国にたくさんの大学・専門

学校がありますが、住宅の研究を行っているところ

は意外にも少なく、日本では京都大学が最も古くか

ら住宅の研究を行い、今も継続しているとの事でし

た。その京都大学における初期の研究は、1920年に

新設された京都帝国大学工学部建築学科の建築学第

二講座初代教授に着任した武田五一氏が、「計画法」

とともに「住宅論」を講じる所から始まります。武

田氏は、住宅が単に雨露を凌ぐための建築ではなく、

「家庭の一要素」として「家庭の安息、団欒、子孫

の教養」を担当し、生活・成長の基礎となるという

意義を有するとし、住宅の必要性を宣言しています。

この頃から、社会の中での民衆の位置付けが変化し

始めたようです。それに伴い、住宅建築の重要性も

高まっていったようです。 

 その他にも、藤井厚二氏の実験住宅の試み等で、

日本独自の条件をふまえた住宅研究の重要性を説い

た事や、西山夘三氏の庶民住宅の研究に至るまで、

住宅研究の歩みを聞かせて頂きました。 

 住まいとは何か？如何なるべきか？この問いかけ

を忘れてはいけないという言葉は、大変印象的でし

た。住宅・住まいというものは、時代と共に必要性

も問題点も変わっていきますが、そこから目をそら

してはいけないと感じました。 

次は、石田先生より『京都大学キャンパスの近代

建築』についての講演でした。現在の京都大学吉田

キャンパスは、明治22年開学の第三高等中学校と明

治30年開学の京都帝国大学によって生み出されま

した。第三高等中学校は元々大阪で設立され、京都

に移転されたそうです。最初のキャンパスの設計は、

文部省会計課建築掛技師の山口半六氏と久留正道氏

で、煉瓦造2階建ての本校、物理学・科学両実験場

の３棟が建てられました。 

その中で物理学実験場だけが現存していて、ノーベ

ル賞受賞者の湯川秀樹氏、朝永振一郎氏らもここで

研究されていたので、別名「ノーベル賞の館」と呼

ばれているそうです。 

 他にも構内にある各建築物の説明をして頂き、午

後からは実際に本部構内の見学をさせて頂きました。 

 広大な敷地とはわかっていたつもりでしたが、実

際に歩いてみると想像以上のものがありました。（そ

れでもまだ一部なのですが・・・。） 

 まずは京都大学と言えば、シンボルの時計台です。 

京都大学近代建築見学会に参加して 

瓶 割  環 
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第三高等中学校設置時に建てられた初代の本館が、

大正元年に焼失した後、大正14年に再建されたそう

です。高田先生のお話にもありました、教授の竹田

五一氏が主導で建築されたそうです。鉄筋コンクリ

ート2階建てで、内部には武田氏が交流のあったF.L.

ライトの手法も見え、またイスラム風の装飾も用い

られています。 

平成15年に、創立百周年記念行事の一環で改修が行

われました。内部には歴史展示室があり、京都大学

の創立から今日までの歴史がわかる、映像や模型な

どがたくさん展示されています。 

 私の京都大学のイメージの中には、もっと煉瓦造

の建物が多かったのですが、構内を巡ってみると意

外に少なかったように思います。ただ、現存する煉

瓦造の建物は何とも言えない存在感と重厚感があり

ました。建築が時代の流れと共に変わっていく様子

が、構内を歩くだけでとてもよくわかりました。 

 私が一番印象に残っているのは、煉瓦造の物理学

実験場です。外観の意匠は簡明なものでも、煉瓦な

らではの時の流れを感じさせてくれる肌合いが目に

焼き付いています。 

 本部構内だけでも全部見学しきれない程でしたが、

その後北部構内も見学させて頂きました。その中で

出会ったのが、昭和6年に建設された演習林事務室

（農学部旧本部事務室）です。木造平屋建て、スペ

イン瓦葺きの寄棟で、周囲の景観に溶け込んでいる

様子がとても気持ちのいい空間でした。 

 ここから先は希望者だけでしたが、北部構内から

更に足を延ばし、北白川の東アジア人文情報センタ

ーへ。閑静な住宅街にいきなり現れたスパニッシュ

様式の建物は圧巻でした。あれだけ大きな建物でも、

景観を邪魔している感じがないのは不思議でした。 

 最後は、藤井厚二氏設計の個人邸まで、本当にた

くさんの建築物を見学させて頂きました。先生方の

詳しい説明があり、本当に勉強になりました。 

 京都大学の周辺には、まだまだたくさんの建築ス

ポットがあり、京都大学を含めてまた何度でも散策

に来たいと思いました。 
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11月7日(木)18：30より士会会議室にて、今回で 

二回目となる、研究部会ユニバーサル担当の講演会

が開催されました。講師は、天理大学准教授 八木三

郎先生です。 

今回は、『ユニバーサル社会における障害当事者

性の研究 「障害者用駐車場」を事例に』という題

でお話を伺いました。 

「パーキングパーミッド」とは、聞きなれない言葉

です。身体障害者用駐車場に駐車する際に、利用許

可証を発行する制度の事だそうです。最初は佐賀県

で始まり、現在では30県2市が導入しています。奈

良県は未導入です。 

許可証といっても紙ではなく、ETCの様な受信機

を車の中に付けて、自動でゲートを通ることができ

るしくみです。申請をすれば、全国の導入施設の利

用が可能になります。対象者は歩行困難な人です。

八木先生も車椅子を使用されておられますが、車を

運転していて安心して利用出来る場所が少ない為、

このような施設がたくさん出来る事を期待されてお

られました。 

八木先生の資料によりますと、前回の東京オリン

ピック、パラリンピック以降に、障害者の社会進出

が進んできたことが福祉の街づくりを変容させて来

たそうです。そこから、生活をする上で物理的, 精

神的な障害を取り除くバリアフリーが進んでいきま

す。バリアフリーにより障害者が一般の人と同じ生

活を送ることができる様になってきました。 

バリアフリーの概念の発展形として発表されたユ

ニバーサルデザインは、障害者だけでなく誰でもが

簡単に危険無く使えるデザインです。空間を広く取

る事も必要な事です。問題は、誰でも使えるという

ことです。車椅子の人は、例えば多目的施設の公衆

トイレは車椅子マークの付いた所しか使えません。

でもそのトイレは、病気の方、お年寄り、一般の方

まで使われます。駐車場もマークがついている所で

ないと安全に乗り降りが出来ません。しかし、車椅

子マークのついた駐車場には、一般車が止まってい

て使えない事が多くあるそうです。 

ここにはもう一つ問題があって、障害者だけが特

別扱いされていると思われていることです。 

先生から、最後に建築士の方々に施設の計画、設

計の段階での車椅子の方や一般の方の両方が使える

様にアドバイスと配慮が頂きたいと言っておられま

した。 

私も、皆が同じ立場に立って、思い遣り、優しさ

を持って設計し、実行できることを期待いたします。 

パーキングパーミッドの講演を受けて 

梶谷 治美
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既存住宅の改修にたずさわり、17年目になります。

もともとは大学、仕事も建築とは無関係だった私

ですが、結婚後新居を建てる時に建築のおもしろさ

と出会いました。

最初は内装のデザインやファブリックの選定など

インテリアを中心に勉強させていただいていたので

すが、飽き足らず建築の世界に飛び込むこととなり、

現在に至るというところです。

住宅改修にたずさわり始めたころは、下水開通の

全盛期で下水工事がきっかけの水廻りの改修や間取

りの変更がメインで現場の管理にもかかわり、住宅

の改修現場を沢山見てきました。その後増築や改築、

大規模改修に携わる機会が増え、現在は間取りや意

匠のみならず、構造、劣化、温熱など性能にもこだ

わり既存住宅に特化し設計を進めています。

なぜ、リフォームにこだわりつづけているのか、

リフォームの醍醐味は？って質問されたら「生活し

てきた場所をさわるので、生活者（施主）が（効果）

違いを実感できること」のやりがいなのかなあと思

います。

「替えたら変わった!!」は見た目の美しさだけで

なく、安全、安心、健康そして家族の関係や、精神

性にいたるまで変化が実感できるものです。

こんなやりがいのある仕事、楽しくて、たまりま

せん。私の中ではそんなトータルな暮らしの提案を

「デザインリフォーム」と位置付けています。今後

もたくさんの引き出しをつくってもっと役立つ人に

なり、終の仕事になればいいなあと思っています。

写真は毎年開催されるリフォームのコンテストで 

受賞した写真です。毎年腕試しをしています。今年

で8年連続入賞できました。1年に１回「がんばっ

たね」ってご褒美をいただけた瞬間です。

2013年度ﾘモデルJP部門最優秀賞受賞 

私と建築 

             篠田 三起子 
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お知らせ         

 去る12月7日、女性委員会副委員長 宮﨑 眞友美 様が逝去されました。              

いつも笑顔で建築士会の活動に取り組まれ、女性委員会でも大変ご活躍されまし 

た。謹んでお悔やみ申し上げますとともに、心よりご冥福をお祈りいたします。          

 眞友美さん、貴女はもう珈琲の香り漂うＦＵＧＡ

で、迎えに来てくれることはないのですね。今私は

愛娘を失くした母の心境です。それにしても、貴女

の葬儀には女性委員会の大勢の皆様がお見送りに

来てくださいました。きっと誰よりも驚いたのは貴

女、申し訳なさそうに首をかしげる姿が目にうかび

ます。

 建築士会で大役を引き受けると、「どうしましょ

う。やれるでしょうか？」と言いながら、その笑顔

には、「頑張ってやります。」の心の内が見えました。

これからというのに残念でなりません。どうか、同

志の今後の活躍に貴女を重ねて見守って下さい。

               (岡(岡田 伸子)

彼女のことを知ったのは 8～9 年前ごろでしょう

か？あまりにも細く何も食べない。熱心に女性委員

会の企画に出席はされているけれど、話はしたこと

ない・・・そんな年月が続いておりました。お話し

するようになったのはここ4～5年でしょうか。お茶

で葉物野菜を洗って食べてたこと、東日本の震災被

災地で朝早くからポリポリときゅうりを食べていた

こと、おでんのコンニャクばかり食べてたこと・・・

食べ物に関することばかり浮かんできます。 

向こうではしっかりした食生活してね。 

 (上田 壽子) 

宮﨑様を偲んで寄せられましたお声を紹介します。

私が宮﨑さんと出会った最初は、2008年11月８日

大阪担当の近建女合同見学会で天満天神繁昌亭と天

神橋商店街を見学した時で、私が近建女担当となっ

た初めての見学会でもあり、私にとっては節目のイ

ベントでした。彼女は午前の繁昌亭だけでなく、午

後からの大阪市立住まいのミュージアム「大阪くら

しの今昔館」見学にも参加されました。始めてお話

ししたときは、まだ若くておとなしい繊細な女性だ

との印象を受けましたが、本当は、芯のしっかりし

た聡明な、でもかなりの頑固者だったのにね。 

それからたった５年の間に、見学会、近建女、全

建女、全国大会、1300年祭、女性委員会20周年のへ

っついさん等、彼女の大活躍で成功した事業は枚挙

に暇がないのは、ご存じの通りです。 

そして、彼女の最期の知らせは、近建祭の最中、

天神橋商店街についての講演の直後に届きました。

更にその日の見学会は、なんと天満天神繁昌亭前で

集合しての閉会だったのです。 

出会いと別れは付き物ですが、宮﨑さん、いい思

い出をありがとう。でも、すごく残念です。 

               （本保 万貴子）

今も「宮﨑さん」と呼べば、その角からひょっこ

り顔を出し、クリクリした目で楽しそうに笑いなが

ら出てきそうに思います。何度かご一緒した旅行

で、「遠くから聞こえる力強い足音であなただと分

かるわね」と云うと、母からも「もう少し静かに歩

けないの」って云われるんです。と又楽しそうに笑

うのです。私とは年も違いプライベートなお話も余

りしておりませんが、奈良県景観調和デザイン賞部

会で共に活動しており、平成２５年度部会長として

部会を牽引していこうと意欲的に計画を立ててい

る彼女の姿を頼もしく思っていました。根が丈夫な

私も去年の３月入院、手術までは最悪な事も覚悟す

る様に医師から言われましたが、幸い事なきを得ま

した。彼女が入院と聞いた時も、すぐに退院してい

つもの笑顔が見れると思っていました。あなたは、

輝きながら静かに逝ってしまったのですね。 

              (安田 千鶴代) 



 8

平成２６年 

□2月 1日（土） 

   奈良県地域文化財建造物専門家育成講習会 

□2月 8日（土） 

   第２１回近畿あーきてくと２０１４ 

地域実践活動発表会 

□2月11日（火） 

 青年委員会 お菓子の家作り 

□2月12日（水）～16日（日） 

   珠光茶会 

茶の由来と大和の茶室 

～おもてなしをささえる か・た・ち～ 

□2月15日（土） 

 限界耐力計算講習会 

（奈良県建築士会館 １階会議室） 

□2月21日（金） 女性委員会新年会(予定) 

□2月22日（土）～23（日） 

   青年委員会 奈良の森と木と家のﾌｪｽﾀ出展 

□3月  女性委員会 １日見学会（予定） 

□3月 5日（水） 

 建築物の天井脱落防止対策講習会 

（奈良県建築士会館 １階会議室） 

□3月15日（土）  

近畿建築士会協議会青年部会 京都会議 

□3月17日（月） 理事会 

□3月26日（水）  

なら・すまいアップセンター住宅無料相談 

（奈良県建築士会館） 

□4月23日（水） 理事会 

□5月20日（火）  

通常総会 

（奈良県文化会館） 

今後の事業予定 

～ 編集後記 ～ 

早いもので年を明けて一月が経ちました。 

年末年始の大変お忙しい時に原稿をお引き受け

くださいました方々、本当にありがとうございま

した。感謝いたします。また会員の皆様におかれ

ましても、本年も様々なイベントや講習会も予定

されていますのでどんどんご参加くださいます

ようお願いします。本年も広報活動をしっかりと

行っていきたいと思っていますのでご協力のほ

どよろしくお願いします。 

 記事内にありました宮﨑眞友美様のご逝去は 

本当に残念で悲しいことです。未だに信じがたい

ことです。編集作業等をしていても彼女ならパパ

ッとこなされていたんだろうなあと思うとキー

ボードの手が止まってしまいます。 

どうぞ天国から我々を見守っていてください。

ご冥福をお祈りします。 

            （庄田 尚代） 


